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イ）�基肄 ( 椽 ) 城跡

基肄城は、『日本書紀』によれば天智４年 (665) に大宰府を中心とするこの地一帯を防衛する目的で築か

れた山城である。

当時、日本は天智２年 (663) 白村江において唐・新羅の連合軍に百済とともに戦って大敗し、その結

果、朝鮮半島から退却した。それに伴い大陸からの侵攻に備え、天智３年 (664)、対馬、壱岐、筑紫国に

防
㆕ ㆌ ㇂ ㇊

人・烽
ㆨㆶㆲ

を設置し、水城を築造するとともに、大宰府を防衛するために、白村江の敗戦ののちに日本に来

た百済の遺臣「憶
ㆈ ㆎ ㇉ ㆂ

礼福
ㆵ ㆎ

留
㇋

」「四
㆗ ㆲ

比福
ㆵ ㆎ

夫
ㆶ

」の２名の指揮のもとに、大野城 (福岡県 )・基肄城を築造した。

基肄城は、自然地形を利用し、基
ㆌ

山
㆖ ㇓

山頂 (404.5 ｍ )から谷を挟んで東峰 (327ｍ )までの広大な範囲を

囲む約 3.9㎞の土塁・石塁を巡らせている。４ヶ所 (推定含む )の城門と、南側の石塁には水門が設けら

れている。城内には武器や食料等の備蓄倉庫と思しき礎石建物跡がある。朝鮮半島の山城と同様の造り

で築かれていることから、『朝鮮式山城』と呼ばれる。わが国最初の本格的な朝鮮式山城として、歴史的・

学術的に極めて貴重な遺跡である。

昭和12年 (1937) に国の史跡に指定され、昭和 29 年 (1954) には国の特別史跡に指定された。

令和 2年 (2020)6月に日本遺産「古代日本の『西の都』」広域化に伴い、大宰府関連史跡として特別史跡

基肄城跡も構成文化財の一つとなったが、令和 7年 (2025)2 月に日本遺産候補へと変更されている。

写真 基肄城跡空中写真
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⑶�県指定文化財

県指定文化財は２件である。

種別 名称 所在 指定年月日

重要文化財 美術工芸品

考古資料 千塔山遺跡出土
青銅製鋤先

基山町立図書館
（基山町宮浦大字 60-1）

昭和 61年 (1986)
３月19日

彫刻 木造十一面
観音菩薩立像

大興善寺境内
(基山町大字園部 3628)

平成 18 年 (2006)
３月31日 指定

ア）�千塔山遺跡出土青銅製鋤先

千塔山遺跡は、JR 基山駅前 (モール商店街付近 )の標高約 50mの小高い丘陵地にあった、弥生時代終

わり頃の環濠集落跡である。

発掘調査の結果、約 40 棟の竪穴住居跡が確認され、集落の周囲は断面が「Ｖ」字形や「Ｕ」字形の溝

に囲まれていた。

青銅製鋤先は、溝や住居跡から計７点出土し、そのうち２点は完全な形のものである。鋤とは現在のス

コップのようなもので、鋤先とはその先端に装着されるものにあたる。

表 県指定文化財一覧 ( 資料：町資料 )

写真 千塔山遺跡出土青銅製鋤先 写真 千塔山遺跡全景

イ）�木造十一面観音菩薩立像

大興善寺の本尊であり、12年のうち午年の一度だけ扉がひらかれる秘仏とされている。右手に錫杖、左

手に水瓶を持ち、方形の岩座の上に立っている。像の高さは177cmで、檜とみられる針葉樹を使用して、

寄木造り(※多くの木を寄せ集めてつくる技法 )によってつくられている。鎌倉時代頃に作成されたものと

考えられている。
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⑷��町指定文化財

町指定文化財は4件である。

種別 名称 所在 指定年月日

重要文化財 美術工芸品 考古資料 自然石彫像板碑
大興善寺境内

(基山町大字園部 3628)

昭和 60 年 (1985)
５月13日

重要有形民俗文化財 宝篋印塔 昭和 48 年 (1973)
３月10日

重要無形民俗文化財 荒穂神社の
御神幸祭

荒穂神社
（基山町大字宮浦 2050）

令和 3年 (2021)
6月1日

重要無形民俗文化財 宝満神社の
園部くんち

宝満神社
（基山町大字園部 742）

令和 3年 (2021)
6月1日

ア）�自
㆗

然
㆜㇓㆛ㆌ

石 彫
ㆡ㇇ㆄ

像
㆞ㆄ

板
ㆂ㆟

碑
ㆲ

自然石彫像板碑は、高さ１ｍ 30cm、幅 54cmの板状の花崗岩に、高さ65cmの制
㆛ ㆂ

吒
㆟

迦
ㆉ

童
ㆩ ㆄ

子
㆘

と思われ

る像が彫り込んである。像の右下には「正平十年 八月十八日 檀那□ (※解読不可 ) 敬白」という銘

文がある。「正平十年」は西暦1355 年にあたり、南北朝時代の南朝方の年号を示していることから、この

一帯が当時南朝の勢力下にあったことがうかがえる。

この板碑は、本来大興善寺近くの農道脇に建てられており、当地域の治病・安産・災害の除去等を祈願

するものとして祀られていたと思われる。

イ）�宝
ㆻㆄ

篋
ㆌ㇇ㆄ

印
ㆂ㇓ㆨㆄ

塔

享和２年 (1802) に豪
㆔

潮
ㆡ㇇ㆄ

律
㇊ ㆤ

師
㆗

によって建立された塔である。発願主である豪潮律師は、寛延２年 (1746)

に肥後国玉名郡に生まれた名僧で、当時の社会不安を取り除き平和をもたらそうと、８万４千塔の建立を

発願し、大興善寺に最初の塔を建立した。

この塔は、土台に巨石を据え、基礎、塔身、屋根、相輪によりつくられており、石材は全て花崗岩を使

用している。

表 �町指定文化財一覧 ( 資料：町資料 )

写真 宝篋印塔写真 自然石彫像板碑

※荒穂神社の御神幸祭、宝満神社の園部くんちについては、本町の維持向上すべき歴史的風致（第2章）にて詳述。
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図 指定文化財分布

❶ ❷ ❸

❹

❺ ❻ ❼
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⑸�主な未指定文化財

指定・未指定に関わらず、町民が未

来に伝えたい文化遺産を発見し、調

査の成果を自らが一般に語るという町

民参加型の取り組みとして、平成 28

年度より「文化遺産ガイドボランティ

ア講座」を開催している。同講座では、

参加者自らが文化遺産を発見する取り

組みを行うとともに、発見した文化遺

産について語り継ぎたい文化遺産情

報の収集を行っている。

その中で、収集された文化遺産は、基
ㆌ

山
㆖ ㇓

の中で見つけた草花、巨石などの自然物から、見晴らしのよい

眺望点、気になる建造物、昔話、売薬の歴史など多岐にわたっている。これらの大多数は、専門家による

評価をまだ受けていない未指定の文化財である。

収集された文化遺産情報は、冊子化し、広く町民に公開も行っている。

図 その他の文化遺産分布

写真 文化遺産情報の冊子 (平成 27・28 年度版 ) 写真 文化遺産情報の資料
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⑹�主な特産品（農産物・醸造品・お菓子・郷土料理）

１）お茶
日本での茶の栽培は、鎌倉初期に栄

ㆆ ㆂ

西
㆕ ㆂ

禅
㆜ ㇓

師
㆘

が宋から持ち帰った

種子を佐賀県脊振山に植えたのが始まりとされる。（『肥前史談第

10 巻第 203号』昭和12 年 (1937)）脊振山系に連なる本町の標高

が高い地域は霧がかかり、お茶の生産に適した地となっている。

２）柿
柿は、つつじ寺で知られる大興善寺が位置する園部一帯で栽培

されている。園部での生産は 80 年以上の歴史がある。環境に恵

まれ、味と質を揃えた基山の柿としての銘柄が今日まで続いている。

３）アスパラガス
本町は、高度な多収技術と高品質を誇る佐賀県産アスパラガス

の産地の中でも有数の地として知られている。多くが簡易なパイ

プハウスの中で栽培され、２月から３月にかけて春芽を収穫する

際、一部を残しておいてその後に出てくる夏芽を10月まで収穫す

る方法がとられ、早春から晩秋まで長期にわたって収穫できるよ

うにしている。

４）日本酒
酒造業については、享保年間創業と伝えられる松隈酒造場と、

大正８年（1919）創業の基山商店酒造場が知られており、佐賀脊

振山系を主峰とする九千部山や基
ㆌ

山
㆖ ㇓

から湧き出る伏流水と地元の

酒米を原料として日本酒がつくられている。基山商店の銘柄は「基

峰鶴」で、平成 26 年度全国新酒鑑評会の入選に続き、平成 27

年度には IWC(インターナショナル�ワイン�チャレンジ )大吟醸・吟

醸の部で GOLDメダルを受賞している。毎年新春には、新酒の出

来栄えを見定める新酒会が開催され、町内外から多くの人々が訪

れる。

５）味噌
基山町産の米、三養基郡産の大豆、国産の麦等を使用し、無

添加にこだわった昔ながらの手作り味噌である。その工場は大興

善寺のある契山の麓に位置している。

６）薬
配置売薬で有名となり、国の記録作成等の措置を講ずべき無形

文化財である「田代売薬習俗」の製薬業は、明治初期まで手工業

による生産であったが、明治末期になると工場で生産されるよう

になる。販売を営む会社の設立が相次ぎ、製造過程だけでなく販

売形態にも変化がもたらされた。明治38 年 (1905) には、田代村

や基山村の売薬業者が発起人となり「田代製剤合資会社」が設立

され、現在この系統を引き継ぐ製薬企業が営業を続けている。

写真 茶畑で茶摘み体験をする小学生

写真 基山産の日本酒

写真 手作り味噌

写真 配置売薬

写真 基山産の柿とアスパラガス
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７）イゲン葉饅頭
イゲン葉饅頭は、イゲ (さるとりいばら)の葉で包んだ、餡子が入っ

た上新粉の餅である。本町では、祭りや行事の時に各家庭で作って食

べられてきた。田植時には「田植饅頭」、よどの祭りでは「よど饅頭」

に名前を代える。現在、町内の菓子店では、塩漬けした葉があり一年

中食べられるが、昔は黒岩さん ( 稲荷神社 )や古屋敷の山に入り、イゲ

ン葉を採ってきて作ることが初夏の風物詩であった。

 8）やぶれ饅頭
昭和５年 (1930) 創業の長崎屋の代表的なお菓子で、皮が薄くて中の

餡が見えるこぶりの饅頭である。明治生まれの初代が京都で菓子職人

修行をし基山に帰り開店した。当時は大きな饅頭が好まれていた時代

で、京都仕様のやぶれ饅頭は上品なお菓子として最初は敬遠されたが、

次第に受け入れられて広まった。お土産や、お茶菓子に利用されている。

初代の親は長崎で鮮魚店を開いていたが、身体を壊して初代を京都

から呼び戻し、「故郷の基山に帰りたか」と基山に帰郷。長崎から帰っ

たので周りの人々が「長崎屋」と呼び出し、そのまま店名になった。

９）だんだら粥
小正月の１月15日に食べる粥である。正月に床の間に置いていた「手

かけ」の米でご飯を炊き、炊きあがる少し前に、塩をまぶした餅を釜

に入れる。塩気の付いた餅が柔らかくなりだらりとなる様子からこの名

称が付いたと考えられている。

※「手かけ」とは正月に三方に米を盛り、小さく切ったするめや昆布、

干し柿、みかんなどを載せて飾るもの。

10）鶏肉のレモン煮
鶏肉のレモン煮は、本町で生まれ育った人なら誰もが知っている給

食の人気メニューである。醤油、酒で味付けした鶏を唐揚げして、醤油、

みりん、砂糖、レモン汁、パセリのタレに絡めたもの。基山町立小中

学校の栄養士が考案し昭和 48 年 (1973) から給食のメニューとなり、鳥

栖、上峰、佐賀方面にも広がっている。現在は、その味を懐かしく思

う人が多い為、町内の居酒屋のメニューになり町民に愛されている。

写真 イゲン葉饅頭

写真 だんだら粥

写真 手かけ

写真 鶏肉のレモン煮

写真 やぶれ饅頭


